



















































































0 (4) 患者が直面する問題と、 PRO(患者満足度•QOL·ADL 等）を良好に保つ工夫・仕組み









































































































































































































⑧ 必要な情報連携をスムーズに、 ⑧ メーリングリストやスマホアプリなどの簡単なツ
已~ii攣直瓢
しかし、ごく簡単に行いたい ールによって情報共有を行う
• （考察）多職種間連携、及び、患者本人及び家族が納得・満足した在宅看取りを実現するにあたり、
情報連携の核となる人材とそのコミュニケーションスキルが重要になっている局面が多くみられた。
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これらの要素は非常に属人的・個別的な要素を含んでいること、そして、同時に JCTが果たしうる（潜
在的な）役割は大きいことを感じた。特に、多職種間でのコミュニケーションに留まらず、患者・家族と
のコミュニケーションにも ICTを導入することの利点は大きい。家族・患者に対しても開かれたものと
するためにも、導入が容易で操作性も容易であるツールが有効であろう。
V. 【総合考察・所感】
患者・家族の満足度・納得度を高める在宅医療に向けて
• 複数クリニックの現場同行・インタビューを通じて、クリニックが異なれば実現されている医療の特色は
大きく異なることを肌で実感した。背景として、クリニック（と医療圏）が異なれば、活用できる社会資
源・地域住民のニーズ・経営者のポリシーが異なるという事情があることを理解できた。
• 患者・家族が、（在宅）医療に対してどれだけ納得・満足できているかの測定(::::;:QOL・QODの測定）
は難しく、改善させるためのドライバーが何にあたるのかを特定して改善策を施すことには更なる困
難がある。その根底にあるのは、患者・家族のニーズはとても個別的なものであり、その対応法もまた
個別的・属人的とならざるを得ないという事情がある。
• そのような個別的・属人的な要素を踏まえながらも、地域における（在宅）医療に対する期待・ニーズ
がどのようなものであるかをできるだけ高い解像度で把握し、医療圏ごとに選択可能な対応方法と対
応させてゆくことは非常に重要なことであると改めて感じた。その前提として、個別疾患の患者・家族
に対する負担の程度の医療的な観点からの理解や、疾患ごと・進行度に応じて利用できる医療保
険・介護保険の現状等についての制度的・社会福祉的な理解は必要であると理解できた。今後の学
生生活を通じて、このような側面でも理解を深めていきたいと改めて感じている。
在宅医療における臨床疫学研究に向けて
• 在宅医療の文脈において臨床疫学的な研究は必ずしも進んでいない。今回の各種インタビュー、及
び、各種研究会の聴講を通じ、その背景を以下のように理解することができた。
o 在宅医療ではサービスの個別性が強く、 CaseとControlを取りにくい
o 一つのクリニックで患者数が数十"-'200程度と多くはなく、同一の症例でそろえるとさらに絞
られるため、サンプルサイズを確保しにくい
o 臨床研究に興味を持っているクリニックは少数派で、中にはカルテを見せられないというとこ
ろもあり、数を集めるのには難航する
• また、学部生のうちに臨床疫学研究に取り組むためにはいくつかの困難があることの理解を改めて
深めることができた。
o 臨床研究をするにあたっての問いの設定は、臨床現場の場数を踏まないと生まれにくい
o 臨床の現場の方々と会話をする際にも、臨床の知識がある程度ないとついていけない
o 新たにデータベースを構築する場合、信頼関係の構築が必須であり、学部生のうちに実現
することは難しい(10年レベルでかかると考えた方がよい）
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• 上記のような事情により、学部のうちにはしっかりした既存のデータベース（例：JPHC)に基づい
て、論文を書きながら、疫学の基礎を学ぶことに特化するのがよいとの思いを強めている。
VI. 主な参考文献一覧
• 『上野千鶴子が聞く小笠原先生一人で死ねますか』（上野千鶴子・小笠原文雄著）
• 『なんとめでたいご臨終』（小笠原文雄著）
• 『正・続在宅医療が日本を変える』（中野一司著）
• 『退院支援ガイドブック』（宇都宮宏子著）
